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研究成果の概要（和文）：従来の見学型臨床実習では臨床コンピテンシー（技術や態度を含む基

本的診療能力やプロフェッショナリズム）の涵養が難しい。本研究では本学の臨床実習を診療

参加型臨床実習とし、一部の診療科に長期間同一診療施設・診療科で臨床実習を行う長期統合

型臨床実習を導入した。長期統合型臨床実習は、学生の臨床コンピテンシーの習得に有用な実

習方法であり、さらに学生の意欲向上にも有用であることが示された。

研究成果の概要（英文）：Classical “bedside learning” is based upon observing clinical practice, 
and it is not effective for fostering clinical competencies including professionalism. In this 
study, clinical clerkship was implemented as an alternative for bedside learning, and 
longitudinal integrated clerkship was implemented into several department rotation. In 
results, longitudinal integrated clerkship was a useful and feasible method for fostering 
clinical competencies and improving students’ motivation. 
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１．研究開始当初の背景

（１）従来、我が国の医学部での臨床実習は、
所属大学附属病院の各診療科を学生がロー
テートして行われてきた（ローテート型実
習）。医学の進歩により診療内容が高度にな
り、縦割りの診療科編成が行われた結果、学
生がローテートする診療科の数が 20～30 と
多くなっている。また、臨床実習に費やせる

期間に限りがあるため、結果的に各診療科の
実習期間が 1～2 週間と短くなっている。

（２）従来の臨床実習はローテート型臨床実
習で実習期間が短いことから、技能や態度を
含むプロフェッショナリズムの習得が困難
であること、患者中心の医療を学習する機会
が少ないことなどの問題点があった。
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（３）平成 16 年、「医師としての人格のかん
養とプライマリ・ケアの基本的な診療能力の
修得」を基本理念として、医師の臨床研修制
度が義務化された。平成 21 年 5 月、「臨床研
修制度の見直し等を踏まえた医学教育の改
善について」が発表された。これは、卒前・
卒後教育を一貫して見通した医学教育の改
善を図るものである。その具体的な改善方策
として、「基本的診療能力の確実な習得と将
来のキャリアの明確化」、「地域の医療を担う
意欲、使命感の向上」などが挙げられた。す
なわち、臨床研修制度の実質的な短縮に伴い、
その目標の一部である地域医療／プライマ
リ・ケアのための基本的な診療能力、プロフ
ェッショナリズムを卒前の医学教育におい
て確実に修得させることが、医学部に対する
社会的要請となった。

２．研究の目的

（１）医学生が基本的診療能力・プロフェッ
ショナリズムを習得するための新しい実習
方法とされている診療参加型臨床実習、特に
長期統合型臨床実習の有用性を従来のロー
テート型臨床実習と比較検討する。

（２）本研究結果が、社会的要請である医学
部の卒前臨床実習の充実・改善に貢献するこ
とを目指す。

３．研究の方法

（１）千葉大学医学部の臨床実習を診療参加
型臨床実習、さらには長期統合型臨床実習に
変更し、学生の診療参加度を高めるとともに、
実習期間を延長する。

（２）学生の知識・技能・態度を評価するた
め、多面的な臨床実習の評価法［客観試験、
mini-CEX（診療現場での評価）、ポートフォ
リオ、clinical performance examination
(CPX)］を設定して使用する。

（３）上記評価法により評価を行い、学生が
十分な知識・技術・態度を習得できているか
を確認する。

（４）学生にフォーカス・グループ・インタ
ビューを行い、実習に向かう意欲、問題点等
を確認する。

４．研究成果

診療参加型／長期統合型臨床実習の導入

図 1 千葉大学版 mini-CEX “CC Snapshot”

（１）ファカルティ・ディベロップメント等
によって、医学教育に対する社会的要請、診
療参加型臨床実習の意義、長期統合型臨床実
習の実践についての理解を共有した。また、
診療参加型臨床実習／長期統合型臨床実習
の実現に向けてのロードマップを作成した。

（２）学内の教育関係の諸委員会、教授会に
て、診療参加型臨床実習／長期統合型臨床実
習の導入についてのコンセンサスを得た。

（３）臨床実習の枠組みを変え、基本診療科
の実習期間を延長し、4 週間の実習を基本と
した。
※基本診療科：内科（消化器内科、腎臓内科、



糖尿病・代謝・内分泌内科、アレルギー・膠
原病内科、循環器内科、呼吸器内科、神経内
科）、外科（肝・胆・膵外科、食道胃腸外科）、
救急部・集中治療部、小児科、産婦人科（周
産期母性科、婦人科）、精神神経科

（４）一部の基本診療科で 1～4 週間の学外
協力病院での臨床実習を導入した。
※一部の基本診療科：救急部・集中治療部、
小児科、産婦人科、精神神経科

多面的な臨床実習評価法の設定

（１）千葉大学版の mini-CEX である“CC 
Snapshot”を作成し、学生・教員による利用
を開始した（図 1）。標準化された評価法とす
るため、ルーブリックによる“CC Snapshot”
評価基準を作成した（図 2）。

（２）経験症例リスト、振り返りシートを作
成し、上記“CC Snapshot”とともにポート
フォリオとした。

（３）基本診療科の臨床実習終了後に、筆記
試験および CPX を実施した。CPX では 1 つの
内科系臨床推論 CPX ステーション、1 つの外
科系臨床推論 CPX ステーション、3 つの救急
対応CPXステーションを設定し実施した。CPX
のために模擬患者 16 名のトレーニングを行
った。

診療参加型／長期統合型臨床実習の状況
（2012 年度）

（１）2012 年 4 月～7月の経験症例数は学生
1 名あたり約 25 名／15 週であり、従来の経
験症例数である約 30 名／40 週を大きく上回
っていた。

（２）同期間の CC Snapshot の使用回数は最
大で 44 回／学生、平均で 14 回／学生であり、
診療参加型臨床実習において指導医からの
フィードバックを頻回に受けていることが
確認できた。

学生の評価結果

（１）筆記試験の結果、対象となる学生 100
名全員が合格基準を満たす知識を習得した
ことが確認できた（92.2±10.2点／150 点満
点）。

図 2 “CC Snapshot”評価基準

（２）臨床推論 CPX（内科系、外科系）およ
び救急対応 CPX の評点は各々31.6±6.7 点、
40.0±3.7 点、39.2±6.8 点であり、診療科
ローテート毎の mini-CEX 等による評点と相
関していた。概略評価で合否境界領域と判定
された学生は各 CPX で 1 名ずつであり、他の
学生は十分な知識・技術・態度を有している
と判定された。

CPX に対するアンケート結果

学生アンケート結果

CPX が学生が自らの能力を評価するために
有用と捉えていること、その一方で課題の設
定・準備に最新の注意が必要であることが明
らかになった。

 何を学んでほしいのかメッセージがあ
った。



 今後の課題は明確になった。
 勉強するモチベーションになると思い

ます。
 臨床推論ＣＰＸは勉強になったと思う。

もっと勉強していればよかったと感じ
た。

 ＯＳＣＥから、実習を通して少しでも成
長できたと感じられた。

 医療面接が発展していたこと。より臨床
に近づいた。

 実習内容、試験内容のかい離に問題があ
る。受け持ち患者により差がでる。

教員アンケート結果

試験の意義について
肯定回答 8／9名（89％）

学生のパフォーマンスについて
 よく練習されていたと思う。
 思った以上に良く出来ていた。
 過度に緊張している学生がいる。パフォ

ーマンスに適度にばらつきがある。

臨床実習に対する学生インタビュー結果

（１）学生へのフォーカス・グループ・イン
タビューにより、臨床実習に向かう学生の意
欲が向上していることが確認できた。
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